
Ⅰ 

白
石
市
の
現
状

　

本
市
で
は
、
学
校
は
地
域
社
会
の

核
と
な
る
存
在
の
た
め
、
で
き
る
限

り
存
続
さ
せ
た
い
と
の
思
い
で
、
こ

れ
ま
で
統
廃
合
を
進
め
て
こ
な
か
っ

た
経
過
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
の
児
童
・
生
徒
数

は
２
、６
１
２
人
で
、
昭
和
60
年
度

の
５
、６
２
４
人
の
半
分
以
下
。
平

成
30
年
度
に
は
２
０
６
人
減
の
２
、

４
０
６
人
と
見
込
ま
れ
、
少
子
化
は

さ
ら
に
進
ん
で
い
く
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
の
中
学
校
入

学
者
は
２
８
１
人
、
小
学
校
入
学
者

は
２
７
２
人
。
平
成
27
年
の
１
歳
児

は
２
０
８
人
で
、
児
童
生
徒
数
の
急

激
な
減
少
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

【
小
中
学
校
の
現
状
】

　

小
学
校
10
校
の
内
、
文
部
科
学
省

の
適
正
規
模
の
基
準
を
満
た
し
て
い

る
の
は
、
第
一
小
学
校
と
第
二
小
学

校
の
み
。
今
後
、
児
童
数
の
減
少
が

予
想
さ
れ
る
中
、
学
校
と
し
て
の
形

態
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
く
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

白
石
市
で
は
独
自
施
策
と
し
て
、

35
人
以
下
に
よ
る
学
級
編
制
を
行
う

こ
と
で
、
中
学
校
で
は
、
東
中
学
校

の
み
が
文
部
科
学
省
の
基
準
を
満
た

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ほ
か
の
中
学
校
で
は
、

部
活
動
が
選
択
で
き
な
い
こ
と
や
、

集
団
活
動
の
展
開
な
ど
、
諸
活
動
に

支
障
を
来
し
て
い
ま
す
。

Ⅱ 

検
討
委
員
会
へ
の
諮
問

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
て
、

児
童
生
徒
の
社
会
性
を
育
む
上
で
よ

り
良
い
教
育
環
境
を
創
る
た
め
、
学

校
運
営
な
ど
に
関
す
る
諸
問
題
を
調

査
し
、
白
石
市
に
お
け
る
学
校
の
適

正
規
模
や
適
正
配
置
（
以
下
「
適
正

化
」）
の
あ
り
方
、
そ
の
具
体
的
改

善
方
策
を
提
言
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
白
石
市
小
中
学
校
の
在
り
方
検

討
委
員
会
（
以
下
「
検
討
委
員
会
」）

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

検
討
委
員
会
は
、
阿あ

部べ

芳よ
し

吉き
ち

仙
台

大
学
学
長
を
委
員
長
と
し
、
保
護
者

や
地
域
の
方
、
学
校
関
係
者
な
ど
11

人
で
構
成
。
平
成
25
年
８
月
か
ら
、

市
立
小
・
中
学
校
の
規
模
な
ど
の
適

正
化
、
そ
の
具
体
的
方
策
な
ど
の
検

討
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
約
１
年
６
か
月
に
わ
た

る
検
討
の
の
ち
、
平
成
27
年
２
月
、

答
申
が
市
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

白石市小中学校の将来構想
～　将来の小中学校のあり方を考えました　～

Ⅲ 

検
討
委
員
会
の
答
申

１　
「
適
正
化
」
を
考
え
る

上
で
の
視
点
と
検
討
事
項

　

検
討
委
員
会
で
は
、
小
中
学
校
の

適
正
化
に
向
け
た
具
体
的
方
策
を
検

討
す
る
た
め
、
次
の
項
目
の
調
査
、

検
討
を
行
い
ま
し
た
。

⑴
児
童
生
徒
数
の
現
状
・
将
来

　

児
童
生
徒
数
は
減
少
し
、
１
学
年

当
た
り
２
５
０
人
を
下
回
る
も
の
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

⑵
小
中
学
校
の
施
設
の
状
況

　

第
二
小
学
校
、
南
中
学
校
を
除
き

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

⑶
小
規
模
校
の
問
題
点
な
ど

【
デ
メ
リ
ッ
ト
】

①
問
題
が
生
じ
た
場
合
な
ど
に
ク
ラ

ス
替
え
が
で
き
な
い
。

②
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
に
支
障
が

生
じ
て
い
る
。
特
に
、
中
学
校
で

は
、
部
活
動
に
支
障
が
あ
る
た
め

結
果
と
し
て
区
域
外
通
学
が
生
じ

て
い
る
。

③
成
長
し
て
い
く
過
程
で
必
要
な
多

く
の
人
と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ず
、
集
団
生
活
が
身
に
付

き
に
く
い
。

④
良
い
意
味
で
の
競
争
の
原
理
が
働

か
な
い
。

⑤
複
式
学
級
の
導
入
は
教
育
的
効

果
、
教
員
の
負
担
な
ど
を
考
え
れ

ば
本
来
の
形
態
で
は
な
い
。

⑥
児
童
生
徒
数
が
減
る
こ
と
で
、
教

員
の
数
も
減
り
、
授
業
の
質
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
る
。

【
メ
リ
ッ
ト
】

①
量
的
に
も
質
的
に
も
教
師
が
深
く

関
わ
る
こ
と
が
で
き
、
き
め
細
か

な
指
導
が
可
能
で
あ
る
。

②
児
童
生
徒
間
で
、
上
級
生
と
下
級

生
の
縦
の
つ
な
が
り
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
意
味
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
り
や
す
い
。

⑷
小
規
模
特
認
校
の
考
え
方

　

小
原
小
中
学
校
は
、
平
成
20
年
度

か
ら
小
規
模
特
認
校
制
度
を
導
入

し
、
実
績
も
あ
る
た
め
、
白
石
市
の

セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

⑸
地
域
と
の
関
わ
り

　

学
校
は
地
域
の
核
で
あ
る
が
、
本

来
、
児
童
生
徒
の
た
め
の
学
校
で
あ

る
こ
と
を
根
本
に
検
討
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑹ 

学
校
の
地
理
的
条
件
、
通
学
の

　

実
態
な
ど

　

小
学
校
で
５
㎞
以
上
の
通
学
距
離

の
児
童
が
い
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学

校
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
し
て
い

る
実
態
も
あ
り
ま
す
。

　

学
校
が
統
廃
合
さ
れ
た
場
合
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
で
の
通
学
を
検
証
す
る

と
、
ど
の
よ
う
な
統
合
の
場
合
で
も

１
時
間
以
内
で
通
学
が
可
能
で
す
。

⑺
児
童
生
徒
の
家
庭
環
境
な
ど

　

家
族
の
状
況
は
、
市
中
心
部
の
地

域
は
核
家
族
化
が
進
み
、
そ
の
他
の

地
域
で
は
祖
父
母
と
同
居
し
て
い
る

割
合
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
館
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と

の
関
係
で
区
域
外
通
学
を
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

適
正
化
を
考
え
る
に
当
た
っ
て

は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
も
念
頭
に
置
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

２ 

適
正
化
の
基
本
的
な

考
え
方
（
基
準
）

⑴
学
校
規
模

　

検
討
委
員
会
で
、
適
正
化
の
基
準

を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
本
来
の
教
育

活
動
が
可
能
な
規
模
を
次
の
よ
う
に

考
え
ま
し
た
。

①
小
学
校
は
、
複
式
学
級
に
な
ら
な

い
規
模
で
あ
る
こ
と
。

※
複
式
学
級
の
編
制
基
準

　

宮
城
県
内
で
は
２
学
年
の
合
計
が

14
人
以
下
の
場
合
に
複
式
学
級
と

な
り
ま
す
（
１
年
生
を
含
む
場
合

は
６
人
以
下
の
場
合
）。

②
中
学
校
は
、
ク
ラ
ス
替
え
が
可
能

な
規
模
で
あ
る
こ
と
。

※
ク
ラ
ス
の
編
制
基
準

　

本
市
で
は
１
学
年
が
35
人
以
下
の

場
合
１
ク
ラ
ス
と
な
り
ま
す
。

⑵
通
学
距
離

　

法
令
で
、
小
学
校
は
お
お
む
ね
４

㎞
以
内
、
中
学
校
は
お
お
む
ね
６
㎞

以
内
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
検
討
委

員
会
で
は
、
通
学
時
間
が
ス
ク
ー
ル

バ
ス
な
ど
で
、
片
道
お
お
む
ね
１
時

間
以
内
で
あ
れ
ば
通
学
が
可
能
で
あ

る
と
考
え
ま
し
た
。

Ⅳ 
今
後
の
方
針

　

検
討
委
員
会
の
答
申
を
受
け
、
白

石
市
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
が
地

域
の
核
で
あ
る
こ
と
を
充
分
に
考
慮

す
べ
き
で
は
あ
る
も
の
の
、
最
も
大

切
な
の
は
「
児
童
生
徒
の
教
育
の
た

め
に
ど
の
よ
う
な
学
校
が
最
適
で
あ

る
か
」
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
検
討

を
重
ね
、
次
の
よ
う
な
方
針
を
確
認

し
ま
し
た
。

⑴
市
中
心
部
以
外
の
学
校
で
は
、
小

規
模
化
が
進
み
複
式
学
級
に
な
る
な

ど
、
教
育
活
動
に
制
約
が
生
じ
て
い

ま
す
。
中
学
校
で
は
、
部
活
動
が
成

立
し
な
く
な
り
、
区
域
外
通
学
の
大

き
な
要
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
上
記
の
基
準
①
、
②
に

該
当
し
な
い
学
校
は
、
早
期
に
統
廃

合
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

⑵
小
規
模
特
認
校
は
、
そ
の
特
性
、

教
育
的
効
果
を
考
慮
し
、
さ
ら
な
る

付
加
価
値
の
向
上
を
目
指
し
、
当
面

は
存
続
と
し
ま
す
。

　

小
中
学
校
の
適
正
化
に
向
け
て
の

統
廃
合
な
ど
に
際
し
て
は
、保
護
者
、

地
域
の
方
々
に
十
分
に
説
明
し
、
理

解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

学校名 平成10年 平成22年 平成27年
白石第一小学校 679 466 401
白石第二小学校 668 618 644
越河小学校 114 73 54 
斎川小学校 99 44 21 
大平小学校 212 85 106 
大鷹沢小学校 171 116 109 
白川小学校 109 71 61 
福岡小学校 360 268 210 
　八宮分校 18 8 ー
　長峰分校 10 ー ー
　不忘分校 11 ー ー
　病院分校 1 0 0
深谷小学校 128 58 55
　三住分校 23 ー ー
小原小学校 73 25 20

小学校計 2,676 1,832 1,681
白石中学校 523 325 307
南中学校 140 64 51
白川中学校 85 42 35
福岡中学校 358 169 172
　　　病院分校 3 1 1
小原中学校 49 21 15
東中学校 480 379 350

中学校計 1,638 1,001 931
合　　計 4,314 2,833 2,612

学区名 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳
白石第一小学校 50 55 52 54 53 56
白石第二小学校 73 82 94 102 99 106
大平小学校 22 14 27 15 20 18
大鷹沢小学校 9 6 7 6 14 8
越河小学校 8 6 9 9 6 9
斎川小学校 4 5 3 2 5 2
白川小学校 9 10 5 9 8 10
福岡小学校 21 28 21 22 34 27
深谷小学校 12 8 18 5 10 12
小原小学校 0 2 2 2 0 4

小学校計 208 216 238 226 249 252

学区名 10歳 11歳 12歳
白石中学校 70 86 100

東中学校 117 125 117

南中学校 7 15 19

白川中学校 8 12 8

福岡中学校 39 53 52

小原中学校 7 3 4
中学校計 248 294 300

白石市小中学校の在り方検討委員会「答申」

問教育委員会管理課　☎22-1341

各学校の児童・生徒数

学校区域別児童・生徒数（平成27年４月１日現在）

※学区外通学が予想できないため、人数は住民票から算出。
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